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令和６年度 兵庫県住宅再建共済基金 事業計画（方針） 

 

当基金は、平成 17 年度の制度創設以来、県とともに市町や地域団体、業界団体等の協

力を得ながら、制度の広報と加入促進活動に取り組んできた。 

本年１月１日に石川県能登地方で発生したマグニチュード(M)7.6 の地震では石川県

輪島市等で最大震度７を観測するなど、人的被害、住家被害など甚大な被害が発生して

いる。 

この度の能登半島地震を受け、自然災害への「備え」の重要性と制度の普及の必要性

を改めて認識させられた。 

 

令和５年度は、インターネットに特化した効果測定可能な広告をモデル的に実施し、

効果的な広告手法についての分析・検討をするほか、９月の強化月間における加入促進

活動、阪神タイガース選手を起用したポスターの配布や応援企業の募集、共済相談員に

よる出前受付などきめ細かな加入促進活動などに取り組んできた。 

このような取組みの中、能登半島地震後に加入申し込みの増加が見られ、県民の関心

が「備え」に向けられてきている。 

 

そこで令和６年度は、「戦略的な普及啓発活動の展開」を重点テーマとして、運用益を

活用した加入促進活動を行うとともに、令和５年度に実施したインターネットを使った

モデル広告の分析結果も踏まえ、メディアを活用した効果的な広報活動を展開する。 

また、ＤＸの推進による広報効果の向上に取り組むとともに、主要商店街やショッピ

ングモール等の集客施設における街頭キャンペーンにも積極的に取組むなど制度の認知

度を高める活動を強化し、加入率の向上に努める。 

１ 「基金本部の取組み」では、モデル広告の分析結果を踏まえ、広告媒体を選定し関心

の高いターゲットに対し広告を掲載していく。 

また、様々な機会を捉えた啓発活動を強化することとし、街頭ビジョン等での知事メ

ッセージの放映、加入強化月間におけるスタートアップイベント、台風シーズン等にお

けるメディア広告などＰＲ活動等に努める。 

さらに、損害保険代理店や自治会などのフェニックスサポーターと連携し加入件数の

増加を目指す。 

２ 「県民局(県民ｾﾝﾀｰ)・共済相談員の取組み」では、地域とつながりが強い県民局に共

済相談員を配置し、サポーター登録をした自治会等の支援など、きめ細かな加入促進活

動に取り組む。 

３ 「市町との協働」では、県民局(県民ｾﾝﾀｰ)と市町の緊密な連携・協力体制を一層強化

し、市町との具体的・効果的な協力のもと、住宅再建共済制度の加入率向上を図る。 

４ 「関係団体等との協働」では、①マンション管理組合に対し、共用部分再建共済制度

の重点的な加入促進を図るとともに、②住宅販売業者が行う附帯事業の加入促進に努め

る。また、③フェニックス共済と地震保険・他共済とのあわせて加入の拡充に努める。 

  令和６年度は、これら諸事業を県内各地域で重層的に展開し、まずは、戸建て加入率

15％の目標に向けて、全力を傾注する。  



２　【拡】フェニックスサポーター等の充実強化

５　住宅販売業者の附帯事業による加入の推進

１　共済団体との「あわせて加入」の推進

(4) 市町庁舎･公民館等、市町施設での出前受付への協力

２　損害保険会社との連携強化と「あわせて加入」の推進

(1) 加入促進重点市町及び重点地域の設定

(2) 住宅・防災・被災者施策との連携強化

(5) 自治会等のサポーター制度の支援

６　コールセンターの設置・運営

令和６年度　住宅再建共済基金　事業計画体系図

(5) 災害発生の恐れの高い区域への広報

(3)　【拡】様々な機会を捉えた効果的な啓発活動の強化

【新】は新規事業、【拡】は拡大事業である。

(3) マンション管理会社との連携

(2)　【新】ＤＸの推進による広報効果の向上

(2) 自治会などの地域団体との連携

(4) フェニックス共済応援企業の募集

(1)　【新】メディアを活用した戦略的なＰＲ活動

１　【拡】戦略的な普及啓発活動の展開
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(4) イベント等における広報の展開

２　市町の具体的な協力方策

(4) 管内団体主催会議等における広報機会の充実

５　市町職員への加入促進

(5) 市町主催の各種イベントでの周知

４　共済制度推進会議

(2) 窓口、とりわけ転入手続窓口でのパンフレットの配架

(1) 市町広報紙での記事掲載

(6) 市町内の連合自治会の会合等におけるサポーター制度の
　周知

(4)　【新】フェニックスサポーター制度の拡充基
金
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３　住宅再建共済加入を要件とする市町施策との連携

３　加入強化月間の設定と多角的・集中的な広報の展開

５　【拡】脱退者対策の充実強化

６　商工団体、不動産関係団体との連携推進

(3) きめ細かな出前受付の実施

　
　
　
　
　
・
共
済
相
談
員
の
取
組
み

　
県
民
局

(

県
民
セ
ン
タ
ー
）

４　市町広報紙、各種広報ツールの活用

７　共済給付金積立資産の確かな管理・運用と迅速・的確な
　共済給付金の支給

市
町
と
の
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(1) 【拡】共済団体や損害保険会社等との連携

９　共済制度推進会議構成団体等の会報・機関紙等の活用

７　防災士会とのさらなる連携の強化

３ マンション管理会社との連携

８　郵便局ネットワークの活用

２　【拡】共済相談員の取組み

(1) 【新】10年一括申込み応援キャンペーンによる加入促進

(1) 【拡】地域の実情に応じた広報・加入促進活動

(4) 附帯加入者に対する継続加入の働きかけ

(2) 共済制度推進会議構成団体との連携

(1) 共済給付金積立資産の運用及び確実な管理

(5) 県民局(県民センター)職員への加入促進

(3) トップセールスの実施

(2) 迅速かつ的確な共済給付金の支給

１　県民局(県民センター)の取組み

(2) 加入強化月間における加入促進活動の多角的・集中的展開

(1) 推進会議の開催

４ マンション共用共済の加入促進

(3) 市町庁舎･公民館等におけるPR動画の放送

(1) 加入強化月間の設定

(2) きめ細かな脱退防止策の実施

(3) 強制脱退者に対する再加入の働きかけ

１　県と市町との緊密な連携・協力体制の強化

(2) 地域の実情に応じた脱退防止活動



 

 

令和６年度事業計画 

 

令和６年能登半島地震による人的被害、住家被害など甚大な被害が発生したことを受け、

県民の多くは自然災害への「備え」の重要性を改めて認識した。 

こうした中、住宅再建共済制度の一層の加入促進を図るため、令和６年度は、｢戦略的

な普及啓発活動の展開｣を重点テーマとして、令和５年度に実施したインターネットを使

ったモデル広告の分析結果を踏まえ、メディアを活用した効果的な加入促進活動の展開へ

とつなげていく。 

また、基金本部と県民局(県民ｾﾝﾀｰ)・市町・関係団体との協働やそれぞれの主体的な

取組みにより、引き続ききめ細やかな普及啓発活動を実施し、まずは、戸建て住宅の加入

率 15％の早期実現を目指す。 

 

Ⅰ 基金本部の取組み 

１ 【拡】戦略的な普及啓発活動の展開 

(1) 【新】メディアを活用した戦略的なＰＲ活動 

令和５年度に実施したインターネットを使ったモデル広告の分析結果を踏ま

え、戦略的な加入促進活動に取り組む。 

① ＳＮＳを活用した広告の効果的配信 

インターネット媒体を活用し、配信時間、年齢層、性別、地域等について

分析結果を踏まえ効果的なターゲットに的を絞り広告を配信していく。 

② 映像・音声による広報の拡充 

災害に対する県民の関心が高まる台風シーズンや１月17日ひょうご安全の

日など効果的な時期に、ラジオ関西、KissＦＭ、市町ＣＡＴＶ等でのＣＭ広

告を実施するとともに、三ノ宮センター街の大型スクリーン、県庁舎や市町

庁舎等で知事メッセージを放映し、認知度及び加入率の向上を図る。 

(2) 【新】ＤＸの推進による広報効果の向上 

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進し広報効果の向上を図る。 

①  解説動画の制作 

制度及び申込の具体的手順を分かりやすく説明する動画を制作する。 

②  オンライン相談の実施 

マンション管理組合等向けにオンラインでの相談に対応する。 

③  更新葉書の電子メール化を検討 

   希望者に対し契約更新案内葉書をメール案内し、併せて複数年加入推奨

を検討する。 

④  共済基金ＨＰリニューアル  

    ＨＰ訪問者の興味や加入意欲をかき立てるようＨＰをリニューアルする。 

 



 

 

(3) 【拡】様々な機会を捉えた効果的な啓発活動の強化 

 「ひょうご安全の日のつどい」や「神戸まつり」等の全県的な集客のある行

事のみならず、あらゆる人の集まる機会を捉えて「自然災害への備え」の必

要性に対する啓発活動を実施し、認知度及び加入率の向上を図る。 

①  対面による広報の充実強化 

主要商店街、ショッピングモール、地域の住民イベント等での街頭キャ

ンペーンなどの啓発活動を実施するとともに、イベント等における学生（大

学生、高校生等）、ＪＣ等の協力を得た啓発活動を実施する。 

    ② 新規住宅購入者への加入促進活動 

  住宅購入にあわせた制度の周知を積極的に行うため、住宅販売会社と連携

した広報に加え、住宅展示場における加入促進ＰＲイベントを実施する。 

③  災害への意識が高い県民への広報 

 各種団体主催の防災関連行事等において、災害への意識が高い県民に対し

ても改めて啓発活動を実施する。 

(4) フェニックス共済応援企業の募集 

企業のＳＤＧＳ実現に向けた取組みとして共済制度の広報や加入促進活動に協力

する企業を応援企業として登録し、県ホームページで紹介する。 

（応援の内容） 

①  社員へのフェニックス共済制度の紹介 

②  社員のフェニックス共済加入に対する補助制度の導入 

③  ポスター掲示やチラシ配架への協力 

(5) 災害発生の恐れの高い区域への広報 

県民局・市町と連携して、土砂災害や高潮・河川浸水など災害発生の恐れが高

い地域において、チラシを作成し、全戸配布を行うなど、集中的に広報・ＰＲを

実施する。 

 

２ 【拡】フェニックスサポーター等の充実強化 

共済制度の趣旨に賛同する個人、団体、企業等が基金に登録し、身近なところで

の広報・加入促進活動を展開する「フェニックスサポーター制度」等について、損害

保険会社や共済団体等各種団体・企業に加え、自治会などの地域団体やマンション管

理会社などと連携し、新規加入件数の増加を図る。 

(1) 【拡】共済団体や損害保険会社等との連携 

共済団体や損害保険会社等と連携し、新規加入件数の増加を目指す。 

①  代理店の職員などへの制度理解を深めるリモートなどによる研修の実施 

②  代理店の職員などのフェニックスサポーターへの登録 

③  共済団体や損害保険会社等と共同チラシの作成 

④ 【拡】共済団体等への委託販売契約の検討 

 



 

 

(2) 自治会などの地域団体との連携 

県民局や市町と連携しながら、自治会など地域団体のサポーター登録を拡大

し、地域ぐるみの加入を推進する。 

(3) マンション管理会社との連携 

マンション管理組合を束ねる管理会社と連携し、マンションにおける共済制度

の加入を推進する。 

① マンション所有者向けのパンフレットの配布 

② マンション管理会社社員への制度理解を深める研修の実施 

③ マンション管理会社社員のフェニックスサポーターへの登録 

(4) 【新】フェニックスサポーター制度の拡充 

大口獲得サポーターへのインセンティブ（報奨金増）によるモチベーションの

喚起を検討する。 

 

３ 加入強化月間の設定と多角的・集中的な広報の展開 

(1) 加入強化月間の設定 

９月を「加入強化月間」に設定し、イベント開催、パンフレットやキャンペー

ングッズ等広報資材の配布など、集中的かつ連続的に実施する。 

(2) 加入強化月間における加入促進活動の多角的・集中的展開 

県民局(県民センター)・市町・関係団体と緊密な連携を図りながら、 

①スタートアップイベントの開催 

②各種イベント会場でのブース出展 

③共済相談員による出前受付の集中的開催 

④街頭キャンペーンの実施 

⑤県民だより・市町広広報紙等への広告掲載 

⑥加入申込書付きパンフレットの配付 

⑦その他各種の広報媒体でのＰＲ 

を通じ、多角的かつ集中的な加入促進活動を展開する。 

 

４ 共済制度推進会議 

(1) 推進会議の開催 

共済制度推進会議構成団体（154 団体）におけるさらなる加入促進に向けた取組

みを強化するため、共済制度推進会議を開催し、住宅再建共済制度の重要性につ

いての認識を新たにするとともに、連携体制を強化し、住宅再建共済制度への加

入を促進する。 

(2) 共済制度推進会議構成団体との連携 

共済制度推進会議構成団体に要請し、各団体の広報媒体によるＰＲ、総会・セ

ミナーでの制度説明、傘下の団体・企業への訪問等を行い、一層の加入促進を図

る。 



 

 

５ 【拡】脱退者対策の充実強化 

脱退防止への取組みを強化するため、本部コールセンターの職員や県民局に配置

する共済相談員が個別訪問や制度説明を実施するなど、丁寧できめ細かな対応による

継続加入・再加入を働きかける。また、令和６年度は制度創設 20 年目に当たること

から 10 年一括申込み応援キャンペーンを実施する。 

(1) 【新】10 年一括申込み応援キャンペーンによる加入促進 

制度創設 20 年目を記念し、10 年一括申込をされた方に 5,000 円のクオカード

を進呈する応援キャンペーンを実施し、新規の長期加入促進と既加入者の 10 年

契約への誘導による脱退抑止を行う。 

(2) きめ細かな脱退防止策の実施 

例年、契約更新時期の年度末には多数の脱退者が見込まれることから、加入者

に送付する継続通知等を活用し、備えの重要性や自然災害リスクの啓発を行って

継続加入を働きかけるとともに、コールセンターや共済相談員によるきめ細かな

説明を通じて、脱退防止を図る。 

(3) 強制脱退者に対する再加入の働きかけ 

残高不足による口座引落し不能により脱退となった加入者に対して、ダイレク

トメールの送付や共済相談員の訪問等により再加入の働きかけを行う。 

(4) 附帯加入者に対する継続加入の働きかけ 

附帯加入契約が終了する対象加入者に対して、事前にダイレクトメールを送付

し、継続加入の必要性・重要性を訴える。 

 

６ コールセンターの設置・運営 

県民への直接の窓口としてコールセンターが相談業務を担い、情報の一元的収集

と管理を行い新規加入の促進や脱退防止に努める。 

またコールセンターが把握した情報については、必要に応じて県民局に配置する

相談員とも共有し、加入促進、脱退防止につなげる。 

 

７ 共済給付金積立資産の確かな管理・運用と迅速・的確な共済給付金の支給 

(1) 共済給付金積立資産の運用及び確実な管理 

共済給付金積立資産の運用については、安全かつ確実な運用を基本とし、長期

運用資産は兵庫県債を中心に運用してきたが、積立資産の順調な増加により、毎

年、多額の資産運用が必要となっている。 

このため、他の自治体の債券等、運用先を多角化し、リスクの分散を図るとと

もに機動的な運用を行うことで、資産の安全かつ有利な運用と、確実な管理に努

める。 

 



 

 

(2) 迅速かつ的確な共済給付金の支給 

災害発生時には、直ちに県・市町と連携を図り、加入者の被害状況の把握に努

めるとともに、必要に応じて、現地相談所の設置やコールセンターの相談体制強

化等、臨機応変な支援体制をとり、被災加入者に対し迅速かつ的確な共済給付金

の支給を行う。 

 

Ⅱ 県民局(県民センター)・共済相談員の取組み 

１ 県民局(県民センター)の取組み 

(1) 加入促進重点市町及び重点地域の設定 

各県民局(県民センター)において、重点的に加入率の向上を目指す市町を重点

市町に指定し、市町広報紙、その他広報媒体を通じた広報の実施やパンフレット

・チラシの配布、出前受付の実施等、集中的な加入促進活動を実施する。 

また、災害発生率の高い地域を重点地域に指定し、チラシの全戸配布を行うな

ど、集中的に広報・ＰＲを実施する。 

(2) 住宅・防災・被災者施策との連携強化 

県・市町が実施する住宅・防災・被災者施策との連携を深め、県が実施する土

砂災害特別警戒区域等指定に関する説明会をはじめとする各種イベントやセミナ

ーでのＰＲや出前受付等の機会を増加し、加入促進を図る。 

(3) トップセールスの実施 

基金及び県民局(県民センター)の幹部が、さまざまな機会を通じて関係団体や

企業の代表者等に対して制度説明を行い、加入を働きかける。 

また、社員へのフェニックス制度の紹介、社員のフェニックス共済加入に対す

る補助、ポスター掲示やリーフレットの配架の協力等を要請し、住宅再建共済制

度の認知度を高め、加入の上積みを図る。 

(4) 管内団体主催会議等における広報機会の充実 

県民局(県民センター)が参加する管内の団体主催会議（各総会、役員会、研修

会等）において、幹部職員から制度説明や広報資料の提供などを行い、各団体構

成員の加入促進を図る。 

(5) 県民局(県民センター)職員への加入促進 

加入促進を推進する立場である県民局の職員に対して、職場会議、庁内放送等

の活用により、加入の働きかけをさらに強める。 

 

２ 【拡】共済相談員の取組み 

都市部以外で地域とつながりが強い等の県民局にフェニック共済相談員(以下、「共

済相談員」という)を配置し、地域の特性に応じた加入促進と脱退対策の両面から制度

の普及を図る。 



 

 

(1) 【拡】地域の実情に応じた広報・加入促進活動 

共済相談員が、県民局の地域担当参事・職員とともに、市町や自治会、婦人

会、ＮＰＯなど各種地域団体等の各種会合、イベント、セミナーの場に加え、商

店街、ショッピングモール等において説明会の開催やパンフレット・チラシの配

付など、地域の実情に応じた広報・加入促進活動を展開する。 

(2) 地域の実情に応じた脱退防止活動 

脱退防止への取組みを強化するため、共済相談員が口座振替不能による強制脱

退者や附帯契約による期限切れとなる者に対して加入継続のメリットを伝える書

面の送付、個別訪問や制度説明を実施することにより、丁寧できめ細かく継続加

入・再加入を働きかける。 

(3) きめ細かな出前受付の実施 

県民局(県民ｾﾝﾀｰ)や市町の広報にあわせ出前受付の開催を地域住民に通知する

など、多くの住民が出前受付に来場できるよう工夫し、加入者の増加につなげ

る。なお、共済相談員を配置しない県民局等においては、他県民局の共済相談員

や本部職員を派遣して対応する。 

(4) イベント等における広報の展開 

県・市町・関係団体の協力を得て、それぞれが主催するイベント等の機会を活

用してフェニックス共済の広報活動を行う。なお、共済相談員を配置しない県民

局(県民センター)においては、他県民局の共済相談員や本部職員を派遣して対応

する。 

(5) 自治会等のサポーター制度の支援 

局地豪雨など地域に大きな災害をもたらす自然災害が増加していることから、

県民局や市町と連携しながら、自治会など地域団体のサポーター登録を拡大し、

地域ぐるみの加入を推進するとともに、サポーター登録をした自治会等の支援を

きめ細かく展開していく。なお、共済相談員を配置しない県民局等においては、

他県民局の共済相談員や本部職員を派遣して対応する。 

 

Ⅲ 市町との協働 

１ 県と市町との緊密な連携・協力体制の強化 

住宅再建共済は、被災した住居の再建や地域の復興に極めて有効で重要な役割を

果たす制度であり、また、市町にとっても非常に多くのメリットを有していることか

ら、市町は、県とともに、住宅再建共済制度への加入を促進することが求められる。 

また、共済給付金の給付には、市町のり災証明書の発行が必要であり、県と市町

は、住宅再建共済制度の普及啓発・加入促進にあたり、相互に緊密な連携・協力体制

を一層強化していく。 

 

 



 

 

２ 市町の具体的な協力方策 

(1) 市町広報紙での記事掲載 

(2) 窓口、とりわけ転入手続窓口でのパンフレットの配架 

(3) 市町庁舎・公民館等におけるＰＲ動画の放送 

(4) 市町庁舎･公民館等、市町施設での出前受付への協力 

(5) 市町主催の各種イベントでの周知 

(6) 市町内の連合自治会の会合等におけるサポーター制度の周知 

３ 住宅再建共済加入を要件とする市町施策との連携 

南あわじ市「淡路瓦屋根工事奨励金制度」や加西市「災害支援金制度」など住宅

再建共済を加入要件とするものや、加東市「兵庫県住宅再建共済制度加入促進業務委

託事業」など加入を促進する市町施策と連携し、住宅再建共済制度の説明機会として

も活用することで、情報提供や加入促進を進める。 

４ 市町広報紙、各種広報ツールの活用 

市町の広報紙、ＣＡＴＶ、防災無線、コミュニティーなどの多様な広報ツールを

活用し、効果的な広報活動を推進する。 

５ 市町職員への加入促進 

加入促進を推進する立場である市町職員に対して、職場会議、庁内放送等の活用

により、加入の働きかけを行う。 

 

Ⅳ 関係団体等との協働 

１ 共済団体との「あわせて加入」の推進 

共同リーフレットの作成、各共済の加入推進時の住宅再建共済の紹介、各種情報

交換を通じ、共済団体の共済とフェニックス共済の「あわせて加入」を推進する。 

２ 損害保険会社との連携強化と「あわせて加入」の推進 

県と「防災力向上のための相互協力に関する協定」を締結する損害保険会社のさ

らなる増加を図るとともに、地震保険との「あわせて加入」をさらに推進する。 

３ マンション管理会社との連携 

マンション管理組合を束ねる管理会社と連携し、管理会社社員へのフェニックス

共済の制度理解に係るフェニックスサポーター研修及び登録を実施することにより、

マンションにおける共済制度の加入を推進する。 

４ マンション共用共済の加入促進 

各市の住宅政策部局と連携し、マンションの管理組合やマンション管理士会等が

参加するセミナーでの制度説明の機会を増やすなど、さらなる加入促進を図る。 

５ 住宅販売業者の附帯事業による加入の推進 

住宅販売時に併せてフェニック共済を附帯して販売する住宅販売業者数を拡充

し、加入数の増加を図る。 

 



 

 

６ 商工団体、不動産関係団体との連携推進 

各団体の窓口でのポスターの掲示、パンフレット配架のほか、総会や各種研修会

での制度説明、広報媒体でのＰＲ等、従来からの協力関係を継続発展させ、加入促進

を図る。 

７ 防災士会とのさらなる連携の強化 

県、防災士会との協働により作成した南海トラフ地震等の危険性、被災時の対

応、フェニックス共済等を内容とするリーフレットを活用し、地域や職場の加入率の

底上げを図る。 

８ 郵便局ネットワークの活用 

県内 835 局のネットワークを有する郵便局でのポスター掲示、パンフレット配架、

加入申込書の取次等を通じて、加入促進を図る。 

９ 共済制度推進会議構成団体等の会報・機関紙等の活用 

共済制度推進会議構成団体等が発行する機関紙等の各種広報媒体に、フェニック

ス共済を掲載してもらうなど、各団体の組織内ネットワークを通じて制度の広報を行

い、加入者の増加を図る。 

 

  



 

 

参考：住宅再建共済制度の運営体制 

 

共済相談員 

事務局参事 
(地域担当) 

理事長 

業務執行理事 

理 事 

参 事 

運営協議会 

事務局長 事務局参事 

企画管理課 調整課 業務課 

・地域に根差し

た 制 度 の 広

報、加入促進

活動等 

・基金の管理、運

用 

・制度の広報等 

・加入申込み受

付 

・共済負担金収

・県との連絡調整 

・県と連携した制度 

 の広報等 

評議員会 理事会 監 事 

共済制度推進会議 

不服審査委員会 

各県民局等 基金事務局 防災支援課 



令和６年度

公益財団法人兵庫県住宅再建共済基金収支予算

自　令和６年４月 １日

至　令和７年３月３１日



（単位：千円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1 ．経常増減の部

(1) 経常収益
① 基本財産運用益

基本財産受取利息 1,267 1,267 0
② 特定資産運用益

特定資産受取利息 65,550 54,596 10,954
③　受取委託料

兵庫県受託収益 115,709 110,436 5,273
④ 共済負担金等収益

事務費受取負担金 58,115 58,115 0
共済受取負担金 864,101 864,101 0

⑤ 雑収益
受取利息 1 1 0
雑収益 1 1 0

経常収益計 1,104,744 1,088,517 16,227

(2) 経常費用
① 事業費

普及啓発費 17,720 15,709 2,011
収納管理費 11,066 11,066 0
加入申込処理費 58,115 58,115 0
共済給付費 235,500 235,500 0
給料手当 55,854 54,271 1,583
旅費交通費 1,776 1,776 0
通信運搬費 670 284 386
什器備品費 50 50 0
消耗品費 500 500 0
支払負担金 0 198 △ 198
光熱水費等 782 782 0
賃借料 3,860 2,760 1,100
諸謝金 320 270 50
租税公課 8,828 8,700 128
委託費 1,400 0 1,400
雑費 870 450 420

② 管理費
給料手当 10,835 10,824 11
旅費交通費 75 75 0
通信運搬費 133 71 62
什器備品費 10 10 0
消耗品費 120 120 0
支払負担金 1,369 298 1,071
光熱水費等 210 210 0
賃借料 965 690 275
諸謝金 120 260 △ 140
租税公課 2,182 2,150 32
雑費 230 130 100
会議費 98 50 48

経常費用計 413,658 405,319 8,339
当期経常増減額 691,086 683,198 7,888

2 ．経常外増減の部

(1) 経常外収益
経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 691,086 683,198 7,888
一般正味財産期首残高 13,462,995 12,595,154 867,841
一般正味財産期末残高 14,154,081 13,278,352 875,729

Ⅱ 指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 100,000 100,000 0
指定正味財産期末残高 100,000 100,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高 14,254,081 13,378,352 875,729

差引

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

令和６年度収支予算（総括：正味財産増減計算ベース）

科　　目 当初予算額 前年度予算額



（単位：千円）

一般会計
住宅再建共済給付
金基金特別会計

家財再建共済給付
金基金特別会計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1 ．経常増減の部

(1) 経常収益
① 基本財産運用益

基本財産受取利息 1,267 0 0 1,267
② 特定資産運用益

特定資産受取利息 3,066 59,796 2,688 65,550
③　受取委託料

兵庫県受託収益 115,709 0 0 115,709
④ 共済負担金等収益

事務費受取負担金 58,115 0 0 58,115
共済受取負担金 0 805,807 58,294 864,101

⑤ 雑収益
受取利息 0 1 0 1
雑収益 1 0 0 1

経常収益計 178,158 865,604 60,982 1,104,744

(2) 経常費用
① 事業費

普及啓発費 17,720 0 0 17,720
収納管理費 11,066 0 0 11,066
加入申込処理費 58,115 0 0 58,115
共済給付費 0 217,800 17,700 235,500
給料手当 55,854 0 0 55,854
旅費交通費 1,776 0 0 1,776
通信運搬費 670 0 0 670
什器備品費 50 0 0 50
消耗品費 500 0 0 500
支払負担金 0 0 0 0
光熱水費等 782 0 0 782
賃借料 3,860 0 0 3,860
諸謝金 320 0 0 320
租税公課 8,828 0 0 8,828
委託費 1,400 0 0 1,400
雑費 870 0 0 870

② 管理費
給料手当 10,835 0 0 10,835
旅費交通費 75 0 0 75
通信運搬費 133 0 0 133
什器備品費 10 0 0 10
消耗品費 120 0 0 120
支払負担金 1,369 0 0 1,369
光熱水費等 210 0 0 210
賃借料 965 0 0 965
諸謝金 120 0 0 120
租税公課 2,182 0 0 2,182
雑費 230 0 0 230
会議費 98 0 0 98

経常費用計 178,158 217,800 17,700 413,658
当期経常増減額 0 647,804 43,282 691,086

2 ．経常外増減の部

(1) 経常外収益
経常外収益計 0 0 0 0

(2) 経常外費用
経常外費用計 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 0 647,804 43,282 691,086
一般正味財産期首残高 5,111 12,792,291 665,593 13,462,995
一般正味財産期末残高 5,111 13,440,095 708,875 14,154,081

Ⅱ 指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 0 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 100,000 0 0 100,000
指定正味財産期末残高 100,000 0 0 100,000

Ⅲ 正味財産期末残高 105,111 13,440,095 708,875 14,254,081

令和６年度収支予算（総括表：正味財産増減計算ベース）

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

科　　目
公益目的事業会計

合　計



   （単位：千円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1 ．経常増減の部

　(1) 経常収益

① 基本財産運用益

基本財産受取利息 1,267 1,267 0

② 特定資産運用益

特定資産受取利息 3,066 0 3,066

③ 受取委託料

兵庫県受託収益 115,709 110,436 5,273

④ 共済負担金等収益

事務費受取負担金 58,115 58,115 0

⑤ 雑収益

雑収益 1 1 0

経常収益計 178,158 169,819 8,339

　(2) 経常費用

 事業費

普及啓発費 17,720 15,709 2,011

収納管理費 11,066 11,066 0

加入申込処理費 58,115 58,115 0

給料手当 55,854 54,271 1,583

旅費交通費 1,776 1,776 0

通信運搬費 670 284 386

什器備品費 50 50 0

消耗品費 500 500 0

支払負担金 0 198 △ 198

光熱水費等 782 782 0

賃借料 3,860 2,760 1,100

諸謝金 320 270 50

租税公課 8,828 8,700 128

委託費 1,400 0 1,400

雑費 870 450 420

管理費

給料手当 10,835 10,824 11

旅費交通費 75 75 0

通信運搬費 133 71 62

什器備品費 10 10 0

消耗品費 120 120 0

支払負担金 1,369 298 1,071

光熱水費等 210 210 0

賃借料 965 690 275

諸謝金 120 260 △ 140

租税公課 2,182 2,150 32

雑費 230 130 100

会議費 98 50 48

経常費用計 178,158 169,819 8,339

当期経常増減額 0 0 0

　2 ．経常外増減の部

　(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

　(2) 経常外費用

　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0

一般正味財産期首残高 5,111 3,792 1,319

一般正味財産期末残高 5,111 3,792 1,319

Ⅱ 指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 100,000 100,000 0

指定正味財産期末残高 100,000 100,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高 105,111 103,792 1,319

令和６年度収支予算（ 一 般 会 計 ）

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

科　　目 当初予算額 差引前年度予算額



 （単位：千円）

当初予算額 前年度予算額 差引

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1 ．経常増減の部

　(1) 経常収益

① 特定資産運用益

特定資産受取利息 59,796 52,481 7,315

② 共済負担金等収益

共済負担金 805,807 805,807 0

③ 雑収益

受取利息 1 1 0

経常収益計 865,604 858,289 7,315

　(2) 経常費用

① 事業費

共済給付費 217,800 217,800 0

　 経常費用計 217,800 217,800 0

当期経常増減額 647,804 640,489 7,315

　2 ．経常外増減の部

　(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

　(2) 経常外費用

　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 647,804 640,489 7,315

一般正味財産期首残高 12,792,291 11,983,163 809,128

一般正味財産期末残高 13,440,095 12,623,652 816,443

Ⅱ 指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 13,440,095 12,623,652 816,443

令和６年度収支予算（住宅再建共済給付金基金特別会計）

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

科　　目



 （単位：千円）

当初予算額 前年度予算額 差引

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1 ．経常増減の部

　(1) 経常収益

① 特定資産運用益

特定資産受取利息 2,688 2,115 573

② 共済負担金等収益

共済負担金 58,294 58,294 0

③ 雑収益

受取利息 0 0 0

経常収益計 60,982 60,409 573

　(2) 経常費用

① 事業費

共済給付費 17,700 17,700 0

　 経常費用計 17,700 17,700 0

当期経常増減額 43,282 42,709 573

　2 ．経常外増減の部

　(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

　(2) 経常外費用

　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 43,282 42,709 573

一般正味財産期首残高 665,593 608,199 57,394

一般正味財産期末残高 708,875 650,908 57,967

Ⅱ 指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 708,875 650,908 57,967

令和６年度収支予算（家財再建共済給付金基金特別会計）

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

科　　目


